
R4年度（2022年度）足立学園総合研究所　地域連携推進に関する目標・計画

生涯学習講座

◆AFA

事業内容・課題 開催時期 開催回数 参加者数・目標（％） 連携先・その他

楽しい着付け 初心者から経験者まで、自身で粋に着こなせることを目標とする 5月～7月　　10月～1月
月2回

全14回
5名（80%）

楽しい茶道 裏千家の茶道を学ぶ　　季節を感じ、おもてなしの心を体験 5月～7月　　10月～12月
月2回

全12回
5名（80%）

季節を彩る染色

～基礎コース～
日常使える小物を染色の基本技法を学習しながら制作 5月～7月　　10月～1月

月3回

全21回
5名（80%）

暮らしを楽しむ染色

～応用コース～
自由企画で大作に取り組む　展覧会への出展 5月～7月　　10月～1月

月3回

全21回
5名（80%）

◆コミュニティーカレッジ

脳トレ勉強会 ゲームやクイズを楽しみながら脳を活性化（高齢者対象） 5月～7月　　10月～12月
月1回

全6回
10名（80%）

I’ｍファイン薬局連

携健康講座

　心で読む朗読 朗読の基本から、豊かな表現力を身につける 5月～7月　　10月～12月
月1回

全6回
10名（80%）

市民講師による「い

なざわ・結・講座」

心も身体にもやさしい

ヨガ
無理のない動きで気軽にできるヨガ 5月～7月　　10月～1月

月1回

全7回
10名（80%）

市民講師による「い

なざわ・結・講座」

認知症サポーター養成

講座

認知症について正しい知識を学び、認知症サポーターを目指す(過去

の養成数　　名）
春講座　　　秋講座 年2回 10名（80%） 無料講座

地域連携事業

事業内容・課題 開催時期 開催回数 目標 連携先

潜在保育士再就職セミ

ナー

保育士不足に対応　保育士資格保有者に向けての再就職セミナー

保育の仕事に関心がある人も対象（資格なしも可）
6月 全4回 20名　満足度調査 稲沢市

プラントベースの商品

開発プロジェクト

プラントベースの氷菓の開発　　食物アレルギー・SDGsと関連付け

た愛知県産の新商品開発
通年 月1回

今年度中の販売開始嗜

好調査・ニーズ調査
名古屋食糧（株）

おとうふ工房いしか（株）

（株）太田油脂

ピアノコンサート
稲沢近隣の方々に気軽に生の音楽に触れていただく地域貢献事業。

稲沢駅周辺にの新たな賑わいを創出する
通年 年2回以上

豊田合成（株）

TG　SPORTS（株）

着物が似合う街企画
桜・紫陽花など季節に合わせて着物を楽しむ企画　稲沢の街づくりと

ともに地元の商店街の活性化をはかる
通年 年2回以上 稲沢市観光協会

講座名
R4年度　計画

R4年度　計画
事業名



稲葉宿を語る
稲沢の魅力を再発見し、活性化と街づくりのプロジェクトを実施

通年 年1回 稲沢市

美術館で着物を楽しむ
稲沢市荻須記念美術館特別展の会期に合わせて開催。着物、美術館の

魅力を多くの市民に伝える企画
特別展会期中 年1回 15名（80％） 稲沢市

ぱりまる販売推進事業
プラントベースのアレルギー対応の防災・備災缶詰の制作。販売推進

企画
通年 年度内実施 社会福祉法人昭徳会

生涯教育事業

サマーカレッジ2022 夏休みに家族で学ぶ講座　今年度はSDGs・環境問題に取り組む　 8/9～11 9講座 135組（80％） 稲沢市・清須市

デザイナーカレッジ

2022

夏休みに家族で学ぶ講座

家庭科の授業で学ぶ機会が少なくなった被服分野に取り組む
8/17～19 3講座 36組　満足度調査 稲沢市

夏期公開講座

家庭科教員対象の公開講座　幼児教育・生活文化の専門分野から最新

情報を提供
8月5日 4講座 40名（80％）

防災・備災セミナー

子どものいる暮らしから防災・備災を考える講座　保育士・保護者対

象
７～９月　月1回 3講座 30名（80％）

（株）名古屋食糧　　（株）

おとうふ工房いしかわ　太田

油脂（株）

アウトカム指標

目標 達成度

1. 潜在保育士再就職セ

ミナー
（1） 教育機会の確保：保育に関する生涯学習の機会を提供 終了後満足度調査      

（2）社会への波及：　慢性的な保育士不足の解消 受講生の再就職率10％

2. デザイナーズカレッ

ジ

（1） 教育機会の確保　：小学校での家庭科被服教育カリキュラ

ムの縮小を補完
受講者　定員充足率100％

（2） 教育の効果：どのような力が身についたか 終了後満足度調査      

　　　　　　　　　親子講座による家庭での教育力の向上

3.プラントベースの商

品開発
（1） 教育機会の確保：地域住民の食物アレルギーの理解

ステークホルダー別アンケー

ト調査

　ぱりまる販売推進 （2） 教育の効果：SDGs の理解（食品ロス・フードマイレージ）

（3）社会への波及：防災用缶詰の製品化・販売 取り扱い店舗1店舗以上


